
                        

                        

猿
丸
峠
の
母
子
猿 

 

暑
さ
厳
し
い
夏
の
こ
と
、
母
子
が
武
蔵

国
へ
と
旅
を
し
て
い
た
。
険
し
い
坂
道
で

子
供
は
乾
き
を
訴
え
た
。竹
筒
の
中
に
は
、

一
滴
の
水
さ
え
も
残
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。 

途
方
に
暮
れ
て
い
た
母
親
の
側
に
、
母
子

猿
が
や
っ
て
来
て
、
お
い
で
お
い
で
と
手

招
き
を
し
た
。
母
子
は
お
猿
に
つ
い
て
行

っ
た
。
す
る
と
峠
の
近
く
に
、
こ
ん
こ
ん

と
涌
く
清
水
が
あ
っ
た
。
母
子
は
や
っ
と

息
を
つ
き
お
礼
を
言
っ
た
。
子
猿
を
お
ぶ

っ
た
母
猿
は
、丸
く
な
っ
て
見
て
い
た
と
。 

又
あ
る
時
、馬
方
が
水
を
探
し
て
い
た
。

荷
物
を
積
ん
だ
馬
は
、
暑
さ
と
乾
き
に
喘

い
で
い
た
。
そ
こ
に
、
ま
た
も
母
子
猿
が

や
っ
て
来
て
、
峠
の
水
場
に
案
内
し
た
と

い
う
。
馬
方
は
と
て
も
喜
び
、
お
礼
を
言

っ
た
と
。 

こ
の
母
子
猿
の
噂
が
広
ま
っ
て
、
猿
丸

峠
、
今
で
は
野
猿
峠
と
言
わ
れ
る
様
に
な

っ
た
と
か
。
昔
か
ら
、
こ
の
付
近
で
は
猿

の
群
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
見
ら
れ
た
場
所

で
も
あ
っ
た
。 

野猿街道に残る水飲み場跡にある母子猿 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

京
王
線
北
野
駅
南
口
か
ら
野
猿
峠
、
長

沼
公
園
一
周
り
の
少
々
起
伏
の
あ
る
凡
そ

五
㎞
の
行
程
。
北
野
街
道
に
出
て
、
梅
洞

寺
入
口
の
標
識
を
左
に
入
る
と
八
幡
神
社

に
続
き
、梅
洞
寺
に
至
る
。団
地
を
抜
け
、

八
王
子
バ
イ
パ
ス
を
越
え
る
と
、
白
蛇
で

有
名
な
打
越
弁
財
天
に
着
く
。
野
猿
、
北

野
街
道
交
差
点
ま
で
下
り
、
再
び
北
野
街

道
を
東
へ
。法
蔵
寺
観
音
堂
を
拝
し
た
後
、

六
社
宮
へ
至
る
。
殿
が
谷
戸
道
を
登
る
と

都
立
長
沼
公
園
に
差
し
掛
か
る
が
、
先
に

雷
松
記
念
碑
を
見
て
野
猿
峠
へ
と
出
る
。

野
猿
峠
口
か
ら
尾
根
道
へ
と
歩
き
、
大
石

定
久
割
腹
の
地
と
思
わ
れ
る
辺
り
を
通
り
、

皇
太
子
殿
下
御
会
遊
所
記
念
碑
を
見
学
。

長
沼
公
園
で
休
憩
。
尾
根
か
ら
は
秩
父
連

山
奥
多
摩
の
山
々
、
八
王
子
市
内
や
町
田

市
な
ど
が
一
望
出
来
る
。
さ
ら
に
尾
根
を

平
山
口
ま
で
歩
き
、
栃
本
尾
根
道
を
中
谷

戸
ま
で
下
り
、
長
泉
寺
跡
を
見
て
、
長
沼

周
辺
の
路
傍
の
石
仏
群
を
愛
で
な
が
ら
長

沼
駅
ま
で
歩
く
。
解
散
。 

① 

八
幡
神
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
越
町
一
三
六
五 

勧
請 

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
鎌
倉
鶴 

岡
八
幡
宮
の
伝
承 

祭
神 

誉
田
別
命
（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ 

と
）、
素
盞
嗚
尊
（
す
さ
の
お
の
み 

こ
と
）、
天
児
屋
根
命
（
あ
め
の
こ 

や
ね
の
み
こ
と
） 

例
祭 

七
月
十
五
日
、
八
月
の
最
終
土
曜

日 
 

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
代
官
・
禮
光

甚
左
ヱ
門
に
よ
り
社
殿
を
再
建
。
慶
安
二

年
（
一
六
四
九
）
十
月
将
軍
家
か
ら
九
石

七
斗
の
社
領
を
拝
受
し
た
。延
宝
三
年（
一

六
七
五
）
と
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に

社
殿
を
造
営
。
現
在
の
社
殿
は
、
昭
和
十

一
年
に
再
建
。立
派
な
権
現
造
り
で
あ
る
。 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、「
古
く
は
打

越
村
と
云
い
、
地
形
南
の
方
は
山
丘
に
し

て
半
は
不
平
（
ふ
た
い
ら
）
の
地
な
り
こ

こ
猿
山
嶺
は
村
の
南
の
方
に
あ
り
、
登
り

七
、
八
丁
、
こ
の
嶺
に
稲
毛
嶺
に
通
ず
る

一
条
の
往
還
あ
り
猿
山
通
り
と
云
へ
り
」

と
あ
る
。
又
、
打
越
村
小
名
土
入
（
つ
ち

い
り
）
に
あ
っ
た
薬
王
寺
（
真
言
宗
、
明

治
初
期
元
横
山
の
同
宗
大
義
寺
に
合
併
後

廃
寺
）
の
地
に
勧
請
し
て
祀
っ
た
と
の
伝

承
も
あ
り
、
神
社
南
側
境
内
に
は
、
数
百

年
を
経
た
欅
の
大
木
が
見
事
で
あ
る
。 

                 

八幡神社 
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②
金
湯
山

梅ば
い

洞
寺

ど

う

じ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
越
町
一
三
七
一 

宗
派 

臨
済
宗
南
禅
寺
派
山
田
広
園
寺
末 

本
尊 

釈
迦
牟
尼
仏
。 

開
山 

実
翁
恵
真
上
人
。 

開
創 

応
仁
か
ら
文
明
年
間
（
一
四
六
九 

～
八
七
） 

江
戸
期
に
は
、
御
朱
印
七
石
を
拝
領
。 

本
堂
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
の
再

建
に
よ
る
。
重
要
文
化
財
級
の
仏
像
が
多

く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 

境
内
に
は
、
弁
天
宮
、
別
名
「
打
越
弁

天
」
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
花
が
見
事
で

あ
る
。
ま
た
、
坂
村
真
民
氏
（
仏
教
詩
人
）

の
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
の
碑
と
「
二

度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
」
の
歌
碑
に
出
会

え
る
。
墓
地
の
頂
上
か
ら
の
眺
望
は
最
高

で
あ
る
。 

    

                        

                       
梅 洞 寺 梅洞寺の梵鐘 

歌碑には「二度とない人生だから」の 
詩文が刻まれている 

碑には「念ずれば花ひらく」の 
詩文題名が刻まれている 

梅洞寺 
釈迦如来 
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③
打
越
の
弁
財
天 

 

京
王
線
北
野
駅
か
ら
一
つ
目
の
バ
ス
停

に
、「
打
越
弁
財
天
」
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら

少
し
登
っ
て
行
く
と
、
参
道
へ
と
通
じ
て

い
る
。
梅
洞
寺
隣
り
に
あ
る
こ
の
「
弁
財

天
」
の
祭
礼
は
有
名
で
あ
り
、
毎
年
五
月

に
行
わ
れ
る
。 

養
蚕
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
使
い
の
蛇

が
養
蚕
の
障
害
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
を
追
い
払

う
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
農
家
の
信
仰
を

集
め
て
い
る
。
以
前
は
、
蚕
を
飼
っ
て
い

る
農
家
で
は
、
ど
こ
で
も
蚕
室
に
白
蛇
の

絵
馬
を
掛
け
て
い
た
と
い
う
。
最
近
で
は

蚕
を
飼
う
農
家
が
少
な
く
な
り
、
こ
う
し

た
風
習
を
見
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。 

戦
前
か
ら
祭
礼
に
は
、
芝
居
や
出
店
な

ど
が
出
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
。 

戦
後
も
復
活
し
た
が
、
国
道
十
六
号
線
バ

イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
旧
地
か
ら
梅
洞

寺
境
内
に
移
転
し
、
再
び
現
在
地
に
戻
っ

た
。 

 
 

 

         
    

                        
弁 天 様 

弁 天 様 

旧弁財天堂に掛かっていた白蛇の写真 旧地に建っていた頃の弁財天 

弁 天 堂 
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●
土
井
寺
と
薬
師
堂
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
越
町 

 

以
前
、
東
京
都
八
王
子
市
青
年
の
家
が

建
て
ら
れ
て
い
た
場
所
と
稲
荷
大
明
神
付

近
は
、
土
井
寺
と
薬
師
堂
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

土
井
寺
は
そ
の
昔
、
土
岐
氏
子
孫
の
屋

敷
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
処
。
土
岐
氏
の

「
土
」
と
由
井
の
「
井
」
を
と
り
土
井
寺

と
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

土
岐
氏
は
、清
和
源
氏
の
嫡
流
で
あ
る
。

源
頼
光
の
子
頼
国
の
曾
孫
光
信
は
、
美
濃

国
土
岐
郡
に
住
み
、
こ
れ
を
姓
と
し
た
。 

足
利
尊
氏
に
従
っ
て
勢
力
を
増
し
、
頼
遠

は
美
濃
の
守
護
と
な
っ
た
。
頼
康
は
、
美

濃
、
尾
張
、
伊
勢
の
守
護
を
兼
ね
、
美
濃

川
手
城
に
拠
っ
て
土
岐
氏
の
全
盛
期
と
な

っ
た
。 

 

そ
の
後
、
明
徳
元
年
（
一
三
九
○
）
一

族
の
内
粉
か
ら
、幕
府
の
追
討
を
受
け
た
。

さ
ら
に
大
内
義
弘
の
乱
を
契
機
に
一
層
勢

力
を
弱
め
て
い
っ
た
。 

足
利
義
晴
時
代
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四

弁 天 塚 昔の面影を残す弁天様 

打越弁財天 弁天堂内の絵馬 
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二
）
頼
芸
の
代
に
、
美
濃
守
護
代
だ
っ
た

斉
藤
道
三
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
東
国
、
関
東
地
方
に
逃
げ
延
び
た

際
、
北
条
早
雲
の
家
来
と
な
り
、
多
摩
郡

由
井
村
（
現
在
の
打
越
町
）
に
土
着
し
た

と
い
う
。 

                 

④
観
音
堂
（
法
蔵
寺
） 

 

大
矢
部
に
は
、
明
治
の
始
め
ま
で
法
蔵

寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
。
廃
仏
毀
釈
に
よ

り
、
今
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。 

享
保
年
間
、
徳
川
の
世
は
太
平
の
時
代

だ
っ
た
が
、
侍
に
は
暮
ら
し
に
く
い
世
と

な
っ
て
い
た
。江
戸
の
三
田
あ
た
り
か
ら
、

八
王
子
に
商
売
を
し
に
来
る
商
人
が
い
た
。

中
に
は
羽
振
り
の
良
い
商
人
が
い
て
、
街

道
筋
の
寺
に
い
ろ
い
ろ
な
物
を
寄
進
し
て

い
っ
た
。
観
音
堂
の
中
の
釣
鐘
も
、
九
人

ほ
ど
が
寄
り
あ
っ
て
納
め
た
も
の
で
あ
り
、

現
在
も
残
っ
て
い
る
。
今
は
、
こ
の
道
を

「
日
野
北
野
街
道
」
と
云
っ
て
い
る
が
、

昔
は
「
川
崎
街
道
」
と
云
っ
て
い
た
。
江

戸
か
ら
八
王
子
に
至
る
主
幹
道
路
で
も
あ

り
、
江
戸
か
ら
は
十
二
里
の
距
離
で
あ
っ

た
。
廃
寺
に
な
っ
た
法
蔵
寺
で
、
唯
一
観

音
堂
だ
け
は
残
っ
た
。
四
十
人
程
の
信
仰

者
が
居
た
た
め
、
明
治
政
府
も
渋
々
許
可

を
し
た
と
云
う
。 

 

こ
の
法
蔵
寺
で
、
冨
田
家
の
初
代
が
寺

子
屋
を
開
い
た
。
屋
号
を
「
学
校
」
と
云

い
、
後
に
由
井
第
一
小
学
校
の
初
代
校
長

に
な
っ
て
い
る
。 

 

法
蔵
寺
は
、
滝
山
・
極
楽
寺
の
末
寺
で

あ
っ
た
。
極
楽
寺
の
お
十
夜
の
時
な
ど
、

お
籠
も
り
を
し
て
、
芝
居
な
ど
も
催
し
た

の
で
多
数
の
人
出
が
あ
っ
た
と
云
う
。 

こ
の
辺
は
、
八
王
子
と
は
区
別
さ
れ
、

長
沼
村
と
云
っ
た
。
法
蔵
寺
は
、
宝
蔵
寺

と
も
書
く
が
、
ど
ち
ら
も
使
わ
れ
て
い
た

様
で
あ
る
。 

              

東京八王子青年の家の跡 

法蔵寺跡の観音堂 
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       ●
長
沼
の
レ
ン
ガ 

長
沼
一
帯
で
は
白
砂
と
山
の
粘
土
で
レ

ン
ガ
を
焼
い
て
い
た
。
か
つ
て
は
、
こ
の

辺
り
を
「
レ
ン
ガ
場
」
と
呼
ん
で
い
た
。

旧
東
京
駅
建
造
時
に
使
わ
れ
た
レ
ン
ガ
は
、

こ
こ
長
沼
か
ら
運
ん
だ
物
で
あ
る
。 

粘
土
を
「
ど
た
ん
」
と
い
い
、
レ
ン
ガ

に
す
る
こ
と
を
「
ど
た
ん
す
る
」
と
か
「
ど

た
ん
し
て
」
と
言
っ
て
い
た
。 

半鐘の文字拡大 

数珠と鉦 鉦の文字拡大  （江戸 西村和泉守作） 

法蔵寺内の石仏群 
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●
長
沼
レ
ン
ガ
工
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
王
子
市
長
沼
町 

 

南
多
摩
郡
由
井
村
長
沼
の
、
湯
殿
川
南

岸
に
接
し
た
田
園
地
帯
に
煉
瓦
工
場
が
出

来
た
の
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

で
あ
る
。 

 

笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
か
ら
始
ま
っ
た

中
央
線
の
建
設
を
当
て
込
ん
で
、
豊
田
村

（
日
野
市
）
の
山
口
平
太
夫
（
清
之
助
）

が
中
心
と
な
り
設
立
し
た
。
八
王
子
煉
瓦

製
造
株
式
会
社
の
工
場
で
あ
っ
た
が
、
業

績
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。 

 

明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
関
東
煉
瓦

株
式
会
社
に
買
収
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
四

十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
は
大
阪
窯
業
株

式
会
社
に
買
収
さ
れ
た
。
工
場
は
、
設
備

を
大
幅
に
改
善
し
た
が
、
建
物
配
置
な
ど

は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
た
と
い
う
。
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
関
東
大
震
災

に
よ
っ
て
、
煙
突
・
乾
燥
室
・
機
械
室
な

ど
が
倒
壊
し
た
が
、数
ヶ
月
後
復
旧
し
た
。 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
頃
は
、
年
間
精

算
高
は
四
百
万
個
、
金
額
に
し
て
三
百
万

円
の
営
業
成
績
を
上
げ
た
と
云
う
。 

そ
の
後
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
火

災
の
た
め
全
焼
。大
阪
窯
業
株
式
会
社
は
、

こ
の
工
場
で
の
操
業
を
中
止
し
た
。
長
沼

工
場
は
、「
長
沼
レ
ン
ガ
工
場
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。 

                  

 
                      

八王子煉瓦製造(株)長沼レンガ工場 

今も残る長沼レンガを使った根来家宅 
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⑤
六
社
宮 

長
沼
町 

祭
神 

伊
弉
諾
尊（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）、 

伊
弉
冉
尊（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）、

滝
田
姫
、
素
戔
嗚
尊
（
す
さ
の
お

の
み
こ
と
）、
稲
田
姫
、
徳
川
家
康 

例
祭 

四
月
十
五
日
、
七
月
十
五
日
、
九 

月
六
日
で
あ
る
。 

通
称「
六
社
さ
ま
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）十
一
月
三
日
、

長
沼
村
内
の
各
字
に
鎮
座
し
て
い
た
八
剣

社
・
熊
野
社
・
日
枝
社
・
八
坂
社
・
東
照

宮
・
五
龍
社
の
六
社
を
合
祀
、
六
社
宮
と

し
た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
社

殿
を
造
営
。
社
宝
と
し
て
、
棟
札
が
三
枚

あ
る
。
石
の
鳥
居
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八

五
○
）
に
作
ら
れ
た
も
の
。
以
前
は
八
剣

社
の
別
当
寺
の
長
泉
寺
（
中
谷
戸
）
に
あ

っ
た
が
、
こ
こ
に
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
長
泉
寺
は
、
明
治
の
末
ご
ろ
ま
で
中

谷
戸
の
奥
ま
っ
た
山
裾
に
あ
っ
た
。
天
台

宗
の
寺
で
、
住
職
の
円
乗
坊
の
尽
力
に
よ

り
鳥
居
の
移
築
が
な
っ
た
と
い
う
。 

長
沼
村
に
は
、
末
社
が
沢
山
あ
っ
た
。

か
つ
て
は
、
石
の
祠
が
境
内
に
多
く
祀
ら

れ
て
い
た
。
今
は
、
六
社
宮
と
し
て
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。 

 
                   

                       
馬頭観音 六社宮入口 

六社宮本殿 以前、ここにあった弥勤菩薩 
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●
殿
ヶ
谷
戸 

 

長
沼
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
六
社
宮

の
あ
た
り
に
、
長
沼
三
郎
大
夫
の
居
住
区

が
あ
っ
た
。
こ
の
付
近
一
帯
を
殿
ヶ
谷
戸

と
呼
ん
で
い
る
。
一
説
に
、
多
摩
古
城
百

四
城
の
一
つ
に
数
え
る
人
も
い
る
。 

長
沼
氏
は
、
中
世
に
活
躍
し
た
西
党
の

一
族
で
あ
る
。
西
党
は
、「
武
蔵
七
党
」
の

ひ
と
つ
。
中
世
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
か
け

て
、
関
東
地
方
に
台
頭
し
活
躍
し
た
武
士

の
集
団
で
あ
る
。
西
党
は
、
日
奉
（
ひ
ま

つ
り
）
氏
と
も
云
わ
れ
、
日
奉
宗
頼
を
始

祖
と
し
て
い
る
。
宗
頼
は
、
京
都
か
ら
武

蔵
国
府
に
下
向
し
、
武
蔵
の
守
を
拝
命
し

た
。
任
期
を
終
え
て
も
帰
京
せ
ず
、
日
野

市
東
光
寺
に
土
着
し
た
。
こ
の
時
代
に
は

多
く
あ
る
こ
と
で
、
天
慶
三
年
（
九
四
○
）

の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
宗
頼
か
ら
五

代
目
の
国
守
の
三
子
が
、
長
沼
三
郎
大
夫

で
あ
る
。 

尚
、平
山
城
址
に
居
住
し
た
平
山
氏
も
、

宗
頼
か
ら
五
代
目
に
派
生
し
た
西
党
の
一

族
で
あ
る
。
平
山
季
重
（
す
え
し
げ
）
の

武
勇
に
比
べ
、
長
沼
氏
の
方
は
、「
東
鏡
」

に
そ
の
名
が
わ
ず
か
に
記
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。 

 
 
 

 
   

⑥
都
立
長
沼
公
園 

 

多
摩
の
横
山
。
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
と

し
て
も
有
名
で
、
園
内
の
散
歩
道
は
木
道

で
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
一
人
で
歩
く
に

は
余
り
に
も
鬱
蒼
と
し
て
い
る
。
反
面
、

珍
し
い
野
草
や
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
か
れ

自
然
を
満
喫
出
来
る
場
所
で
あ
る
。 

         

⑦
打
越
・
北
野 

境
界
基
準
雷
松
記
念
碑 

高
さ
二
ｍ
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
建

立
。
明
治
初
期
、
北
野
・
打
越
両
村
間
で

「
入
会
地
（
い
り
あ
い
ち
）
騒
動
」
が
起

こ
っ
た
。
明
治
以
前
の
山
林
は
、
下
草
を

田
畑
の
肥
料
に
、
樹
木
は
薪
・
炭
・
建
築

材
と
し
た
。
ま
た
茅
類
は
、
屋
根
葺
き
や

炭
俵
材
に
利
用
す
る
な
ど
、
生
活
の
た
め

の
必
要
資
材
で
あ
っ
た
。
村
人
は
こ
れ
を

共
同
利
用
し
、
私
有
は
認
め
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
、「
入
会
地
」
と
言
い
、
一
村
ま
た

は
二
村
以
上
で
共
有
管
理
し
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
明
治
新
政
府
は
、
土
地
に
税

を
か
け
て
、
土
地
所
有
の
法
制
化
を
計
っ

た
。
税
を
払
わ
な
い
土
地
は
、
全
て
国
有

地
と
し
た
。 

 

打
越
村
は
、
北
野
村
に
対
し
、
勝
手
に

入
山
し
山
林
を
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す

る
処
置
を
し
た
。
北
野
村
は
、
有
償
と
な

る
こ
と
で
生
活
上
大
問
題
と
な
る
た
め
、

入
会
権
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
両

都立長沼公園 
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村
の
争
い
が
激
化
し
た
の
で
、
横
山
村
ほ

か
六
ケ
村
の
名
主
が
調
停
に
入
っ
た
。
山

林
の
一
部
を
、
北
野
村
に
解
放
す
る
こ
と

で
解
決
し
た
。 

 

当
時
、「
雷
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
松
の

木
を
起
点
と
し
て
、南
・
西
に
線
を
引
き
、

野
猿
峠
の
尾
根
と
絹
の
道
に
囲
ま
れ
た
範

囲
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
明
治
三
年
（
一
八

七
○
）
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

雷
松
は
、
樹
齢
三
百
七
十
有
余
年
。
夏

季
に
な
る
と
落
雷
す
る
こ
と
か
ら
呼
び
慣

わ
さ
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
宅
地
造

成
時
期
に
切
り
倒
さ
れ
た
。
こ
れ
を
惜
し

ん
で
、
打
越
・
北
野
両
地
区
が
、
昭
和
四

十
一
年
十
一
月
に
記
念
碑
を
建
て
た
も
の

で
あ
る
。
北
野
村
名
主
四
郎
右
エ
門
外
七

十
九
名
が
境
界
を
円
満
解
決
し
た
き
っ
か

け
を
作
っ
た
由
緒
あ
る
松
で
あ
っ
た
。 

大
石
定
久
公
自
刃
後
、
埋
葬
さ
れ
た
と
さ

れ
る
猿
丸
峠
の
頂
上
に
あ
っ
た
「
手
の
平

松
」
と
共
に
有
名
な
松
で
あ
る
。 

   

         

⑧
野
猿
峠
・
水
飲
み
場 

 

野
猿
峠
越
え
の
折
り
人
馬
と
も
に
一
休

み
し
た
「
水
の
み
場
」
が
今
も
残
っ
て
い

る
。
大
き
い
石
の
手
水
鉢
に
は
、
馬
の
守

り
神
と
し
て
の
猿
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
今

も
水
は
湧
い
て
い
る
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。 

        

             

●
野
猿
峠 

武
蔵
名
勝
図
絵
に
よ
る
と
、「
猿
山
嶺 

猿

山
峠
と
も
号
す 

嶺
上
の
ま
た
高
き
丘
に 

大
石
道
俊
の
碑
石
あ
り 

或
云
大
石
定
久

入
道
遺
命
し
て 

こ
の
嶺
上
に
着
具
の
甲

を
埋
め
て
碑
石
を
建
て
け
る
ゆ
え 

往
古

は
甲
山
峠
と
唱
え
け
る
が 

そ
の
後
甲
を

申
に
書
き
た
り
け
れ
ば 

申
と
読
み
き
た

れ
る
よ
り
転
じ
て
読
み
や
す
き
猿
と
い
う

文
字
に
な
り
け
る
と
云
」
と
あ
る
。 

水飲み場 雷松記念碑 

水飲み場 
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新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
も
猿
山
峠
と
な

っ
て
い
る
。 

 

八
王
子
市
史
下
巻
の
八
王
子
市
近
世
・

江
戸
時
代
（
～
一
八
六
七
）
以
前
の
地
図

に
は
、
猿
丸
峠
と
載
っ
て
い
る
。
武
蔵
名

勝
図
絵
の
書
か
れ
た
江
戸
時
代
末
こ
ろ
ま

で
は
、
猿
丸
峠
に
な
っ
て
い
る
。
南
多
摩

郡
史
の
八
王
子
地
図
・
大
正
十
二
年
（
一

九
二
三
）
に
も
猿
丸
峠
と
な
っ
て
い
る
。 

昭
和
三
年
の
道
路
改
修
碑
に
は
猿
丸
峠
と

あ
る
か
ら
、
野
猿
峠
に
な
っ
た
の
は
そ
れ

以
降
で
あ
る
。
地
図
も
ま
た
同
様
に
、
野

猿
峠
と
変
更
に
な
っ
て
い
る
。 

現
在
、
猿
丸
の
名
は
小
字
名
に
な
っ
て

残
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
、
老
人
で

猿
丸
峠
と
呼
ん
で
い
た
人
も
い
た
。
峠
の

位
置
は
、
白
山
神
社
や
長
隆
廃
寺
の
位
置

か
ら
し
て
も
現
在
と
違
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
打
越
、
長
沼
、
中
山
、
柚
木

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
野
猿
峠
は
象
徴

的
な
存
在
で
あ
る
。 

 

永
林
寺
文
書
は
、
天
文
七
年
（
一
五
三

八
）に
大
石
定
久
が
永
林
寺
造
営
の
際「
そ

の
境
界
を
東
は
海
道
ま
で
、
西
端
は
猿
丸

ま
で
と
す
る
」
と
記
載
し
て
い
る
。 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は「
猿
山
嶺（
打

越
）
村
ノ
南
ノ
方
ニ
ア
リ
登
リ
七
八
丁
コ

ノ
嶺
ニ
稲
毛
嶺
ニ
通
ス
ル
一
條
ノ
往
還
ア

リ
猿
山
通
リ
ト
云
ヘ
リ
」
と
あ
る
。
と
い

う
事
は
、
江
戸
中
期
頃
で
は
猿
丸
と
猿
山

を
併
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

打
越
の
古
老
は
、
昔
猿
回
し
が
峠
で
殺

さ
れ
、
飼
っ
て
い
た
猿
が
逃
げ
て
峠
で
生

息
し
て
い
た
の
で
、
猿
山
峠
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
話
し
て
い
た
。 

ま
た
、
百
人
一
首
に
出
て
く
る
猿
丸
太

夫
と
は
関
係
な
い
だ
ろ
う
か
。
猿
丸
太
夫

は
平
安
初
期
の
人
と
云
わ
れ
、
三
十
六
歌

仙
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
謎
多
き
人
物
と
さ

れ
、
故
に
殊
更
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。 

「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
け
な
く
鹿
の
声
き

く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き
」
と
詠
っ
て
い
る
。 

「
猿
丸
」と
は
猿
の
異
称
の
こ
と
で
あ
る
。

猿
は
馬
の
病
気
を
防
ぐ
と
い
う
俗
信
が
あ

っ
て
、
昔
大
名
屋
敷
で
は
猿
回
し
を
呼
ん

で
馬
屋
で
舞
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

峠
道
で
馬
が
苦
し
ん
で
い
る
時
、
馬
を
扱

う
人
に
と
っ
て
は
、
猿
丸
峠
・
猿
山
峠
と

い
う
名
前
は
縁
起
の
良
い
名
前
と
な
っ
た

は
ず
。
殊
更
そ
ん
な
名
前
を
付
け
た
の
か

も
知
れ
ず
、
想
像
の
輪
は
広
が
る
。 

  

⑨
大
石
定
久
割
腹
の
地 

 

野
猿
街
道
の
野
猿
峠
口
か
ら
住
宅
地
を

抜
け
る
と
都
立
長
沼
公
園
入
口
に
至
る
。

左
手
に
井
戸
た
わ
尾
根
の
道
標
が
立
っ
て

い
る
。
こ
の
尾
根
道
の
南
側
に
、
か
つ
て

定
久
の
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。 戦

国
期
定
久
が
北
条
氏
康
に
降
伏
し
、

氏
康
の
子
氏
照
（
由
井
源
三
）
を
養
子
に

迎
え
、
定
久
の
娘
比
佐
と
政
略
結
婚
さ
せ

ら
れ
た
。
北
条
氏
（
氏
照
）
に
乗
っ
取
ら

れ
た
の
を
恨
み
、
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て

い
た
場
所
で
割
腹
し
果
て
た
と
い
う
。
地

蔵
尊
は
、
そ
の
供
養
の
た
め
と
も
言
わ
れ

て
い
る 

 

こ
こ
か
ら
遠
く
滝
山
城
が
望
め
る
。
現

在
、
地
蔵
尊
は
下
柚
木
の
永
林
寺
の
奥
に

安
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 
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ち
な
み
に
江
戸
期
に
は
、
大
石
氏
の
墓

は
野
猿
峠
の
北
側
、
今
の
朝
鮮
学
校
跡
地

付
近
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
地
蔵
尊
が
安
置

さ
れ
て
い
た
南
側
付
近
と
一
致
す
る
。 

 

ま
た
、
北
条
氏
照
の
首
を
第
四
世
住
職

妙
庵
長
銀
大
和
尚
が
、
大
石
氏
の
墓
に
葬

っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

大
石
定
久
は
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）

三
月
二
十
三
日
高
月
城
に
生
ま
れ
、
幼
名

を
丑
丸
と
い
わ
れ
て
い
た
。 

 

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
十
月
七
日

没
。
滝
山
城
主
、
源
左
衛
門
尉
、
近
江
守
、

道
俊
入
道
。 

          
 

          

⑩
皇
太
子
殿
下
御
会
遊
所 

 
 
 

碑
と
「
鎌
田
鳥
山
」 

「
鎌
田
鳥
山
」
は
、
多
摩
の
横
山
と
い

わ
れ
る
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
飲
食
店
で

あ
る
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
頃
、
東

京
神
田
で
曲
輪
と
い
っ
て
、
せ
い
ろ
や
ふ

る
い
等
を
製
造
販
売
し
て
い
た
鎌
田
弁
弥

が
開
設
し
た
。
渡
り
鳥
を
獲
る
た
め
の
、

霞
網
猟
場
に
設
け
た
山
小
屋
を「
と
や（
鳥

屋
）」
と
呼
ん
で
い
た
。
い
つ
し
か
、
鳥
山

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

「
鎌
田
鳥
山
」
の
前
庭
に
、
二
ｍ
近
い

石
碑
「
皇
太
子
殿
下
御
会
遊
所
碑
」
が
あ

る
。
明
仁
天
皇
が
皇
太
子
殿
下
の
時
代
、

昭
和
三
十
年
三
月
二
日
に
、
学
友
二
十
五

名
と
共
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
来
ら
れ
た
。
同

亭
二
階
に
休
ま
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
店

主
鎌
田
弁
弥
氏
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。 

       
         

大石定久が割腹したと 
伝えられる場所 
（現、長沼公園入口の標識） 

長沼公園より八王子市街を望む 

石碑 
「皇太子殿下御遊会所」 

「鎌田烏山」の店先 
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⑪
長
沼
磨
き
粉 

 

野
猿
街
道
か
ら
都
立
長
沼
公
園
へ
の
小

路
を
入
り
、「
鎌
田
鳥
山
」
が
見
え
始
め
る

頃
、
左
側
に
深
い
谷
が
見
え
る
。
冬
季
に

は
、
木
々
の
間
か
ら
白
色
の
坑
道
口
ら
し

き
も
の
が
か
す
か
に
見
え
る
。
こ
れ
が
、

明
治
以
降
の
東
京
に
、「
武
州
磨
き
粉
」「
八

王
子
磨
き
粉
」「
八
王
子
石
粉
」「
長
沼
み

が
き
粉
」
な
ど
の
名
で
、
広
く
販
売
さ
れ

た
磨
き
粉
の
採
掘
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
尾

根
を
歩
く
と
、
白
色
の
砂
が
露
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

長
沼
公
園
の
尾
根
筋
で
、
転
が
っ
て
い

る
石
こ
ろ
を
良
く
見
る
と
、
黒
く
丸
み
を

帯
び
た
も
の
が
多
い
。
上
流
か
ら
流
れ
て

く
る
間
に
角
が
と
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
が
太
古
の
昔
、
川
石
の
層
で
あ
り
、

隆
起
し
て
丘
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。 

 

こ
の
砂
礫
層
（
地
質
学
で
は
、
御
殿
峠

礫
層
）
に
挟
ま
っ
て
、
白
粘
土
層
が
二
、

三
十
ｍ
位
の
厚
み
で
水
平
に
分
布
し
て
い

る
。
こ
の
白
粘
土
を
、
採
掘
し
て
「
み
が

き
粉
」
と
し
て
売
っ
た
の
で
あ
る
。 

採
掘
中
、
も
ろ
い
層
の
た
め
に
天
井
が
崩

壊
し
た
り
、
水
が
噴
き
出
す
な
ど
の
事
故

も
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
三
十
年
か
ら
操

業
し
、
掘
っ
た
白
粘
土
は
、
ト
ロ
ッ
コ
で

搬
出
し
た
。 

産
出
高
は
、大
正
七
年
に
二
十
七
万
貫
、 

（
一
〇
一
二
ｔ
）
大
正
十
年
に
五
十
一
万

貫
（
一
九
一
○
ｔ
）
の
実
績
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。（
東
京
府
統
計
署
）
坑
道
は
太
平

洋
戦
争
の
末
期
、
昭
和
十
九
年
に
は
、
陸

軍
の
貯
蔵
庫
に
転
用
さ
れ
た
り
も
し
た
。 

            

                       
長沼公園内の磨き粉 

休 憩 舎 多摩の横山道 
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●
湧
き
水
の
里 

 

長
沼
の
地
は
、
水
が
良
質
で
あ
っ
た
。 

江
戸
前
の
寿
司
に
使
用
す
る
、
最
上
級
の

米
が
取
れ
た
処
で
も
あ
っ
た
が
、
京
王
線

が
開
通
し
た
り
、
日
本
水
産
の
大
工
場
な

ど
が
で
き
た
り
し
て
、
湧
き
水
や
井
戸
が

涸
れ
て
し
ま
っ
た
。 

昭
和
二
十
三
年
頃
、
雨
が
不
足
し
た
こ

と
で
、
稲
の
植
え
付
け
に
困
っ
た
。
付
近

の
家
の
湧
き
水
を
、
一
帯
の
田
ん
ぼ
に
引

い
て
ま
か
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

水
は
、
冬
温
か
く
、
夏
冷
た
い
の
で
、
小

川
に
は
ヒ
ル
が
た
く
さ
ん
い
た
。
ま
た
、

「
西
洋
せ
り
」
を
当
時
は
「
異
人
せ
り
」

と
呼
び
、
こ
の
辺
一
帯
に
は
よ
く
生
え
て

い
た
。
小
川
で
は
シ
ジ
ミ
も
採
れ
た
と
い

う
。 

     

⑫
太
平
山

長
泉
寺
跡 

宗
派 

天
台
宗
高
月
圓
通
寺
末 

本
尊 

正
観
音 

開
創 

江
戸
中
期
と
思
わ
れ
る
が
不
明 

長
沼
八
剣
社
の
別
当
で
あ
っ
た
が
、
明

治
初
年
廃
寺
と
な
っ
た
。
今
で
は
、
周
辺

地
区
の
人
た
ち
の
共
同
墓
地
と
な
っ
て
い

る
。
参
道
正
面
に
地
蔵
群
、
二
十
三
夜
塔

一
基
（
安
政
七
年
（
一
八
六
○
）
庚
申
三

月
吉
日
と
記
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。 

か
つ
て
は
寺
へ
の
参
道
と
思
わ
れ
る
道
の

脇
に
、
屋
根
囲
い
さ
れ
た
年
代
不
詳
の
庚

申
塔
も
あ
る
。 

          

                       

きれいな水の流れ 

    

長泉寺石仏 

正 観 音 
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●
長
沼
の
石
仏 

 

大
矢
部
の
お
地
蔵
さ
ま
五
体
。 

明
治
初
年
ま
で
、
法
蔵
寺
（
宝
蔵
寺
）
と

い
う
寺
院
が
あ
っ
た
所
で
あ
る
。 

宝
永
三
年（
一
七
○
六
）銘
の
も
の
が
、

最
も
古
い
地
蔵
様
で
あ
る
。 

地
蔵
堂
移
改
築
の
由
来
に
よ
る
と
、
こ
の

地
蔵
様
は
、
何
箇
所
か
に
祀
っ
て
あ
っ
た

も
の
を
昭
和
九
年
、
春
日
橋
際
に
お
堂
を

新
築
し
て
合
祀
さ
れ
た
と
あ
る
。
以
来
、

私
達
の
「
お
地
蔵
さ
ま
」
と
し
て
崇
め
親

し
ま
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三
十
六
年
都
道

の
改
修
に
伴
い
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
に
襲
来

し
た
台
風
に
よ
り
、地
蔵
堂
は
倒
壊
し
た
。

地
蔵
堂
の
復
興
を
願
い
地
元
関
係
者
は
、

お
堂
を
移
す
こ
と
を
決
め
た
。
昭
和
四
十

二
年
二
月
八
日
、
現
在
の
観
音
堂
の
境
内

地
に
て
着
工
し
、
三
月
五
日
地
蔵
堂
の
建

立
が
実
現
し
た
。
ち
な
み
に
、
由
井
第
一

小
学
校
の
前
身
で
あ
る
北
野
学
舎
は
、
寺

子
屋
と
し
て
こ
の
地
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
。 

 

                        

                        

とちもと石仏群 供養地蔵 
 

笠付青面金剛と石灯籠 笠付青面金剛と地蔵様 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
地
蔵
堂
移
改
築
の
由
来 

・
東
京
府
統
計
署
資
料 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
多
摩
の
古
城 

 
 
 

小
幡 
普 

著 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 

八
王
子
市
仏
教
会
青
年
部 

・
国
土
地
理
院 

・
昭
文
社
地
図 

・
八
王
子
発
見 

 
 
 
 

中
島
善
弥
著 

・
歴
史
散
歩
事
典 

・
会
報
「
打
越
」「
か
る
が
も
」 

・
打
越
歴
史
研
究
会
会
報 

 

下
島
彬
著 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ぺ
ー
ジ 

・
昭
文
社 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

 

   

―メモー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	大矢部のお地蔵さま五体。

